


 （出来形検査基準） 

第 5条 出来形検査の基準は、別表第 2によるものとする。 

 (写真管理基準) 

第 6 条 工事書類として提出する工事写真の基準は、原則として、土木工事標準仕様書に定める

「写真管理基準」の規定によるものとする。ただし、別紙 3の工種にかかる写真管理基準につい

ては、土木工事標準仕様書に優先する。 

（工事成績評定表の作成） 

第 7 条 完成検査を実施した場合には、別に定める一宮市建設工事成績評定要領に基づき工事成

績の評定を行うものとする。  

 （その他） 

第 8 条 この基準に記載のない工種又はこの基準によりがたい軽微なものについては、工事検査

員の判定によるものとする。 

付  則 

１．この基準は、平成 28年 4 月 1日から施行する。 

   ２．この基準の一部を改訂し、平成 29年 6 月 1 日から施行する。 

   ３．この基準の一部を改訂し、平成 30年 10 月 1 日から施行する。 

   ４．この基準の一部を改訂し、令和 7年 9月 8日から施行する。 

別表第 1    土木工事の検査方法 

別表第１の 2  建築工事の検査方法 

別表第 2      出来形検査基準 

別紙 1        出来形管理基準及び規格値 

別紙 2        品質管理基準及び規格値 

別紙 3    写真管理基準 



































別紙1

番号 工 種 測 定 基 準 測 定 箇 所 摘要

1施工箇所毎

1施工箇所毎

1施工箇所毎

延長　Ｌ -200

⑥ 横断暗渠工

⑦
組立水路工

-20

±30

敷きコン幅　ｂ

厚さ　ｔ１　t2 -20

厚さ　ｔ3

測 定 項 目 規 格 値

市
独
自

幅　ｂ 設計値以上基
礎

幅　a1　 -20

幅　a2 -30

市
独
自

-30

基準高▽

⑥ Ｌ型街渠工

基準高▽

-30

-200

基準高▽

延長　Ｌ

±30

敷きコン厚　t

±30

　施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場
合は50ｍ）につき１箇所、延長40ｍ
（又は50ｍ）以下のものは１施工箇所
につき２箇所。

　　厚さ　ｔ3　　　　 －

県
と
同
じ

延長　Ｌ -200

 施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場
合は50ｍ）につき１箇所、延長40ｍ
（又は50ｍ）以下のものは１施工箇所
につき２箇所。

　施工延長40ｍ（測点間隔25ｍの場
合は50ｍ）につき１箇所、延長40ｍ
（又は50ｍ）以下のものは１施工箇所
につき２箇所。

基
礎

幅　ｂ1　b2 設計値以上

　幅　ｂ3　　　　 －

厚さ　ｔ1　t2 -30

b

a 2a 1

t 2

b

t 1
t 3

t2
t3

t1

b1 ・b2

b3













別紙 2 

品質管理基準及び規格値 

1. 生活道路等の工事におけるアスファルト舗装工事におけるコアーの取扱いについては、

次のとおりとする。 

舗装面積(㎡) コアー採取本数 試験内容 備考 

500 未満 なし 厚さ 

密度 

必要数：異常が認められた場合 

500 以上 

1,000 未満 

1 本 厚さ 

密度 

－ 

1,000 以上 3 本 厚さ 

密度 

1 本/1000ｍ2 毎追加

・面積は、１工事単位でなく、1工区単位とする。 

・人力施工による舗装復旧工事については、コアー採取を省略できる。 

・500ｍ2未満の場合は、原則、コアー採取はなしとする。 

ただし、監督員が異常と認めた場合には、監督員と協議の上、採取本数を決定すること 

・抽出は、アスファルト混合物事前審査協議会認定製品は省略できる。 

・採取位置については、県必携に基づくこと。 

2. 次の工種については、以下の品質管理基準及び規格値に基づくものとする。 

①. (施-ｐ132～134)下層路盤については、別紙 2 ①参照 

②. (施-ｐ135～138)上層路盤については、別紙 2 ②参照 

③. (施-ｐ138)アスファルト安定処理路盤については、アスファルト舗装に準じる 

④. (施-ｐ138～140)セメント安定処理路盤については、別紙 2 ④参照 

⑤. (施-ｐ140～146)アスファルト舗装については、別紙 2 ⑤参照 

⑥. (施-ｐ194～195)路上再生路盤工については、別紙 2 ⑥参照 

⑦. (施-ｐ197～201)排水性舗装工・透水性舗装工については、別紙 2 ⑦参照 

⑧. インターロッキングブロック歩道舗装工については、別紙 2 ⑧参照
















































